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８． 四万十帯・秩父帯 

 

8.1 四万十帯 

(1) 概要 

 四万十帯は，仏像構造線の南側で東西方向に帯状分

布する構造帯である。東海地方では，紀伊半島東部の

志摩半島－熊野地域に分布する（図-8.1，8.2）。 

図-8.1 志摩半島地域の四万十帯の地質図１） 

(2) 地質構成 

 四万十帯を構成する四

万十層群は，志摩半島地

域と熊野地域では，おも

に砂岩・泥岩からなり，

チャート・緑色岩を伴う。 

1) 志摩半島地域 

 この地域の四万十層群

は，おもに砂岩・泥岩な

どの砕屑岩からなる。放

散虫化石３）の年代より地

質構造は，中～後期白亜

紀と順次南に向かって若

くなる帯状構造を示す。

この砕屑岩中のチャート

や緑色岩の岩塊は周囲の地層よ

りも古い年代の化石を含むオリ

ストリスである。 

2) 熊野地域 

この地域では，泥岩・砂岩と

泥岩の互層・砂岩・緑色岩から

なり，層厚約 4,000ｍに及び，

熊野層群や熊野酸性岩類の基盤岩となっている。 

この四万十層群は，紀伊半島西部の音無層群のうち

爪谷累層と羽六累層に対比される。一般に，東北東－

西南西の走向で，北に10°～90°傾斜している。放散

虫化石より，音無層群は古第三紀の暁新世～前期始新

世と考えられている。 

(3) 地質の特徴 

 四万十層群の特徴は，付加体の特徴でもあり，大き

なせん断変形を受けながら多様の岩石が混在してい

る。すなわち，堆積環境や形成時代が異なる岩石が複

雑に混在した地層といえる。また，露頭規模以上の褶

曲構造が発達する。 

このような，特異な形成過程をもつ四万十層群は，

細かな亀裂の発達，岩石強度のばらつきなどの岩盤物

性上の特徴を有している。 

付加体の岩石が付加過程におけるせん断によって

本来の地質構造が消失し，泥岩などの基質中にチャー

トや緑色岩などの岩塊が孤立したような層相を示す。

これをメランジュ（混在岩）といい，付加体の特徴の

一つでもある（図-8.4）。 

  図-8.4 付加過程における地質構造分断の概念４） 

 

(4) 土木地質的特徴 

 四万十層群は，メランジュ（混在岩）を含むことや

地層の形成過程から以下に示す土木地質的問題点が指

摘されている４）。 

①付加体には低角度の逆断層をはじめとする断層破砕

帯が多い。 

②泥質メランジュにはへき開が発達しているため，応

力解放されるとへき開面が緩みやすく，水や有効応

力が大きい場合には特に顕著となる。 

③地質調査段階の土圧が加わった状態ではへき開が閉

じており，岩盤強度が大きく算出されるが，施工時

の応力解放によってへき開が開いた状態では強度

が著しく低下する。調査段階で強度の低下の度合い

を見積もることは困難である。 

以上の問題点により，特にトンネル掘削に大きな影

響を及ぼした事例が報告されている５）。 

 

8.2 秩父帯 

 四万十帯と接する秩父帯は，愛知県の豊橋市東方地

域，渥美半島地域，及び志摩半島地域に分布し，志摩

半島地域では，北帯・中帯・南帯に区分されている。

地質構成および地質構造の概要をまとめて表-8.1 に

示す。 

 

図-8.3 放散虫化石３)

図-8.2 熊野地域の四万十帯

の地質図２）
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表-8.1 秩父帯の地質構成と地質構造 

地域 地質構成 地質構造 

豊橋市東方 
地域 

おもにチャート・泥岩・砂岩で石
灰岩・緑色岩を伴う 

走向は東北東－西南西で北又
は南に傾斜 

愛知

県 

地域 

渥美半島 
地域 

おもにチャートで石灰岩・粘板
岩・緑色岩を伴う 

走向は東西で一部で背斜構造
となる 

北帯 
砂岩・泥岩・緑色岩・チャートで
石灰岩を伴う 

南、あるいは北傾斜の同斜構
造をなす 五ヶ所－安楽島構造

線から北側の地域 
中帯 

砂岩・泥岩・チャートで緑色岩と
石灰岩を伴う 

背斜、向斜構造をなす 

先白亜系：おもにオリストストロ
ーム 

走向は北東-南東で直立又は
急傾斜 五ヶ所－安楽島構造

線から南側の地域 
中帯 

下部白亜系：おもに砂岩・泥岩
で石灰岩・礫岩を伴う 

向斜構造となるところもある

志摩 

半島 

地域 

南帯 
(鳥羽市から南勢町) 

厚い砂岩とチャート及び泥岩か
らなり鳥巣式石灰岩を含む 

中帯とは断層で接する 

北帯 
度会町－大宮町ではおもに緑
色岩・チャートからなり砂岩・泥
岩・石灰岩をともなう 

北傾斜の同斜構造 

中帯 
度会町-大宮町だけに分布し、
砂岩・泥岩・チャート・緑色岩か
らなる 

南帯に衝上する 
度会町・南島町－ 
大台ヶ原山地域 

南帯 
厚い砂岩とチャートで、泥岩・緑
色岩・石灰岩をわずかに伴う 

全体が一つのナップで仏像構
造線で四万十帯に衝上する
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９． 熊野酸性岩類 

 

9.1 概要 

熊野酸性岩類は，現存

する体積が300km3に達す

る大規模な複合岩体で，

三重県南部－和歌山県東

部の太平洋岸に南北二つ

の岩体からなる（図-9.1）。

従来，本岩類は酸性マグ

マの巨大な溶岩湖が冷

却・固結したものとされ

ていたが，現在ではコー

ルドロン（陥没カルデラ）、

およびその縁に沿って貫

入した岩体である可能性が高いとされている２）。 

9.2 地質構成 

本岩は，下位から神ノ木流紋岩，流紋岩質凝灰岩類，

花崗斑岩および不動谷花崗岩の４岩相からなる（図

-9.2）。このうち花崗斑岩が熊野酸性岩類の分布面積

の約85％を占める。  

熊野酸性岩類の主部を占める花崗斑岩は，斑状組織

を示し，石英・斜長石・カリ長石・黒雲母の斑晶から

なり，石基はおもに石英・斜長石・カリ長石からなる。 

 
9.3 地質の特徴・土木地質的特徴 

花崗斑岩は，花崗岩類と同

様に，タマネギ状構造の発達

とコアストーンを含むことが

特徴である（図-9.3）。熊野酸

性岩類分布域は，年間降水量

が多く，降水の影響によりコ

アストーンが二次堆積し，土

石流堆積物を形成している場合が多い。また，コアスト

ーンが山腹斜面に分布している場合には，自然斜面や切

土のり面での落石に対して留意を必要とする。 
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<付加体について> 

四万十帯は，日本列島における付加体研究の出発点でもあ

る。付加体は，海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込む

際に，海底の堆積物や海洋プレート上の堆積物がはぎ取られ

て大陸側に付加された地質体である（図-8.5）。付加体形成

に係わる議論は，九州四万十帯を対象として，造構モデルが

提唱されたが，その後，四国に引き続いて紀伊半島でも主に

放散虫化石の時代論に基づぎ陸側に傾斜し海側に若くなる付

加体の地質構造が認定されている。 

（南海トラフと四万十帯の調査結果に基づく海溝付加体形成モデル

(加賀美ほか，1983)） 

図-8.5 付加体形成モデル６） 

白亜紀～古第三紀
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図-9.2 熊野酸性岩類の層序（文献2)をもとに作成）

図-9.1 熊野酸性岩類分布図１）

図-9.3 花崗斑岩の核岩
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